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初　　田　　甚

　　　　　　　　　は　し　が　き

　放射能は地質學にとって重要な問題である事は勿論で

あるが特に最近その聾を聞く様になったのは喜は一しい事

である。その關蓮する部分は多岐に互るが温泉鉄泉のラ

ドン合有量もその一つである。今後の地學者は単に測定

さ才した結果だけを頼みにしている様では駄目であって必

要に臆じて自ら測定する位の知識は常に準備して招くべ

きである。然し乍ら放射能という特殊の都アコを最初から

勉強するだけの饒裕が住いのも賞状であろう。この様な

際に撞當な’テキストの必要が痛感されるのであるが残念

乍ら姶んど見営らたい。

　一方温泉法が設定き牝て今後は各府縣衛生試験所讐に

於て管下の温泉のラ1’ン量を定期的に測定する事にな口

測定器城の規格讐が決めら才しる様であるが，いくら器械

をきめても測定に充分な注意が洗わ才したければ意味をた

きたい。新く云う理的は放射能の測定は車ほど左様に慎

重を要するものであるからであって殊に不完金な器械で

測定・しようとする場合など猶更である。

　測定法の解説は研究成果の愛表と違って骨ばかリ折れ

で面白くない事であるが誰か度やらなけ才しぱならない事

である。エングラ’・ジーベキング，I亙，シュミット，

HSと冬型の泉効計を多年手掛けて來た筆者に何だがこ

の責任がある様に思われるので思ひ切って筆をとった。

ごしに書いた方法も決しで完全なものでほ舳・が現在の

段階では一磨この程度で辛抱せねばならぬのではないか

と思㍉實際に測定に従事する人の参考にするつも切で

桶當詳細に述べたつもリであるが操作と注意とを一緒に

した」めに瑚って混飢を招いた感があるが寛恕を得たい。

衛こ」に逮べた方法は放射能探査の場合と共通する厨が

多いからその方面に従事する人達にも謹んで戴き度い。

　最後に各種の泉勧計の比較検討を述べた。本篇は文部

省科學艀究費による温泉鉄泉の放射能測定の間に氣付き

鎧験し，テストした事柄をもととして書いたものである。．

裁に謝意を表し度い。

　　　　1　測定器識
　鍍泉のラドン測定用として普通用いられている屯のに

は弐の様なものがある。

　工yダラー・ジーベキング泉効討（Engler．Sieveking

｛On楓C七0SOOpe）

　IM泉効計

一　　郎

　シュミット～型泉妾カ言f（Sohmidt－typeiont乱。to目。ope）

　HS泉劾計
その他藪麓のものがあり叉最近目ーヅツエン電位計を利

用したもの等があるが一般的でない。

　衣にこれ等の各々に就いて構造，使用法を麩茨説明し

よう。

　（一）エングラー・ジーベキング泉効計　これは第一圃

に示す如く容積約10噌脛18omの虞霧製電離槽10）

とその頂部にとり付けた駿電器とから成っている。後者

の内部には絶縁膿（A）に支えられて箔支持標（玉）が

ありその下端は電極（E）につながっている。箔は錫又

はアルミニウムで左右に開く。乾燥装置としては（D）

のゴム栓に針があってこれにナトリウムの小片を突刺し

ておくだけの簡単なものである。
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　　第1風　エングラ＾，ジ‘ベギング泉効計

　A：黒垂線竈彊：箔支縛樽O：電離槽D二乾燥装置E＝電極F：

　金属箔正：虫眼鏡M1鏡s：スケールT1側管（ゴム栓相

　附魔のエボナイト構を毛皮かラシャで磨壌して電氣を

起し。験電器と電離楢の中間で電極の露出している箇所

に擦りつける様にして興電し箔を開かせる。讃取りは固

に示した様な配置でI．wsの關係位置を適當に調整固定

して行う。スケールの傾きとルーべの位置が趨當なら銭
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温泉鉄泉讐のラドン測走法に就て

銀部の上織とスケールが一致し箔の像をこの上で讃むの

である。これ等の闘係位置は常に一定になる様にして置

かないと感度が奥る。本器による試料探集から測定迄の

操作は衣に述べるIM泉効計の場合と殆んど同様である

から塑には省略する。本器には通常土壌等の固鐙試料の

放射能を測定するために別の電離楮が附圏している。こ

のものは側管が無く弧状の底蓋を存している。この中に

一定量の固麗試料を平らに入れて測定に供するのである

が，固麗試料の場合は粒子の太さ，含水率，温度箏も關

係して複1誰になるのでこの説明は他の機禽に譲る。

　（2）I皿泉効討　この泉効計は飯盛里安博士によっ

て上記の泉効計をもととして改良されたもので我国では

最も虞く普及している。主要部分は電離槽，電極及び箔

験電器部より成り1組立てた形は第2圖に示した様にな

る。電離糟は角型で側面に上下二つの側枝管と代用標準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挿入口とがあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，上面中央

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には電極を支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　える絶縁鐙の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護リyグが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　挿入される園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　がある。験電

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器部も角型で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭部に與電部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　側面に箔保護

　　第2目　I皿泉効計　　　　　　　　　　　　装置があり前
　A＝屋糧語部　逓：奥書部キヤヅブ　C：竈臼瞳欄
　D：積取翻贈皿＝代用躍準揃入口F：側枝　面に調取願徴

　管G＝箔保遣装置H＝動i　　　　　　鏡が板付けら

れ孔アルミニウム箔の先端には硝子の極めて細い繊維

が指標として附してあるので讃取に便である。代用標準

は酸化ウランの薄膜を膠着剤と共にアルミニウム箔に塗

布したものを適営の大さに切りこれを支持膿に貼りつけ

たもので，これを取付けた際に呈する放射能は常に一定

であるから必要に腫じて器械の検定をする事が出來る。

ラジウム標準溶液を用いて代用標準の呈する放射能と比

較をして置けばよい。

　IM泉効計に就ては既に構造並びに測定法の詳細な記

載里）があるから概略に止めておく。

　試料は直接電離槽を以て採集し1水竿の位置に於て代

用標準入口に止樫してあるゴム栓をとり外すと余分の水

は流れ出て常に一定量の試料が残る。電離槽のすべての

口を閉じ1分間‡激しく振湯して後水牛舎」＝に置き下の

側枝管のピyチコックを強めて構内を犬氣駆に等しくし

＊30秒では不充分の様である。

ておく。約5分凄上部のゴム栓を静かに除き，手早く電

極を挿入し・験電器を取付け興電し振濠より十按分経て

から箔の降下速度を観測する。以下の魔置は後述の場合

と同様であるから省略するがこれによって電離楢内の塞

気中に出たラドy量が求められ振漫時の溜度榊に於ける

ラドンの気相液相間の分配闘係から全ラドy量が計算出

來る。

　（3）シュミット型泉効討　この器械は箔験電器と電

離槽と直結した水盤と別に試料探集糧及び手働ゴム鯖等

が附麗している。験電器部は角型で電離槽と適デる部分

にアンブロイドの樫があり，この絶縁瞳によって中央電

極及ぴ箔支持揮が保持されてい孔アルミニウム箔の一

部を孤形に切りとって弦状に微細なカラズ繊維がとりつ

けてあり，約20暗の讃取額徴鏡でこれを見る様になって

い孔電離槽は圓篶版で長短2種を具えている・本器に

よる測定は所謂振濠循環法で勘ち採集瓶に入れた一定量

の試料を振漫してラドンの大部分を塞氣申に逐出し・ど

れを手働鰯を用いて電離槽との聞に循環させラドン濃度

を一様ならしめて後電離電流を測定し・電離槽丙に入っ

たラドy量を知り，循環系の容積闘係から最初氷申より

逐出された全ラw量を求め，家で振握時の温度に甥す

る気相液相間に於ける分配の開係より試料が存レていた

全ラドン量を計算する。とれらの詳しい事は弐に郎べる

HS泉効計を参者せられ度い。

　　　　　　　婁曽3瞳割　シュミット泉嚢カ……f

I

£

舳403

0　　　　0

5　一

　　第3回　シュミット型泉効計の外観と告の排列　　E1駒電器部

　　　I：電離積　丑：讃1致額粥寛　B＝ゴム軸　S：試料換集瓶

　（4）皿S型泉効趾　この泉効討は元來シュミット型

泉効計を筆者が放射能探査に便利な穣に改良したもので

あるが鑛泉等のラw測定用としても從來のものに較べ

て一段と優れた性能を有している。第4圖は内部繕進を

榊電離榑内の温度であるが測定聞來注いので室温を以

　て代用する。
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示すため電位計部を開けた所，第5固は電離槽部を分解

した所である。改良の要黙は弐の諸臨である。

　（i）電位計部を厚いコルク板（i）で裏打ちした金麗

ケースで覆い，過度の急襲による影響を少くした。

　（ii）起電装置を自藏しているので大氣の潔潤な場合

にも容易に電位計に與電する事が出來る。

　（iii）電位計部分，起電及び與電装置を，外部から取

付け可能な乾燥装置（e）によって常に乾燥状態に保ち，

自然放電を小に保つと同時に與電を容易ならしめた。

第　4　號

　（iV）電離槽内に於ける中央電極絶縁部の乾燥を完全

に保つために保護乾繰装置（n）を設け・たとい槽内に潔

氣が入っても絶縁度に影響がない様にした。

　（V）特殊の装置により任意の電醐ヒ舷を帯電さす事

が出來る。

　（Vi）電離槽を二重にして内側電離槽は分解取替え出

来る様にし，同時に中央電極の豫備を備え，これによっ

て測定後残存する放射性沈積物の影響のために自然放電

率の回復に長時間を費す事なく衣の測定にとりかLり得

。／

／C

／

る様にした。

　　　　　　　　　　j

　　　　　　　　　　　第4圃

8電　誰橋　　　　b　議取鰯微鏡

f箔支持枠　　9全国籍
k　岬鉛｛與電用，

　h　　g　　　　　　f

HS泉効計の電位計部を示す圖

　○超園部　　d超電ハンドル
　h箔保護嬰1目　　　　i　ヨルク板

　（Vii）電離糟は清掃のため容易に分解出來る事が望ま

しいがIM型では分解出來ず，シュミット型では大きな

直径の圓筒の周園に切ったねじによって販付け，その上

気密にするため外部からグリースで封じる等の不便があ

るが・HS型では第5圖に見る如く三本の足長ねじと溝

にはめ込んだゴムパッキングにより容易に且完全に目的

を達する事が出來る。

　（ix）ニニ三の附固装置を用いて電位計部を上下道にし

た位置で使用し・工1／ダラー型と同様に土壌の放射能測

＼

b

乾燥掃容器

皮壇際擦腿調節具

提に使用品來る他・放射能探査の二種の方法（地中空気

のラドン法及び地孔電離構法）に使用出來る。

　　　　皿　皿S果効岨の使用法

　弐に本器の使用法に就てやム詳しく説明しよう。この

中には他の泉効計の取扱に於ても必要な事項を含んでい

る。

　電位計の要部である箔及びその支持埠は通常取付けだ

ま上携帯するので滅多に電位計内部を開ける必要はない

が，箔取替の場合には先っ第4圖の観に讃取顯微鏡を外

し保温ケースを取り前蓋を静かに取り外す。弐に筐の背
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温泉鍍泉等のラドン洲脱法に就て’

P＼ ／a

　　　　　　　第5圖　HS泉効計の電離槽部

8言　睡　横　　　　　b議取簸微鏡　　　　　d起電ハンドル　　　　　I中央電極

m　アンプロイド　　　n乾燥剤容器　　　　O乾燥剤容器㈱立釧　　I1特殊電離糟取付ねぢ孔

面中央下部にあるツマミを麺く引張る橡にして静かに右

に廻すと箔保護装置（h）がとり除けられ箔が露出する6

’ピyセットで箔支持揮の首の所を支え乍ら他方の手でそ

の直上にあるねじをゆるめると箔支持津は下に抜けるか

ら注意して附圏の箱入れに改め孔代りの箔をとりつけ

るには箔容器のねぢが上になる様に水平に持ち蓋を販り

ねぢを充分抜いて後翻かに箔支持犀を引き・出す。その後

の操作に取外しの場合の逆を行えばよい。

　電位計部の背面にあるガラス容器は乾燥装置でねじに

よって溝脆する様になっている。この申に粒状の躍化カ

ルシウムを3分の2程度入れ，粉がこぼれ出ない様にガ

ーゼと金網で蓋をして取付ける。

　電離槽の分解は先っ三本の足長ねじをはづし，左手で

圓筒部を支えつ上右手で上蕎をとり然る後に圓筒部を上

方にとり除ける。これらの操作は常に電極及び内側電離

槽の存在を．念頭に置いて行う必要がある。ねじ込みにな

っている前者をはづし後着をとり除けると絶縁部保護乾

繰装置が出てく孔これの内部は腐蝕を避けるため豫め

パラフィyの膜を作っておく。乾燥瑚としては無水燐酸

が適當である。

絶縁部のアムブロイドは本器の生命であるから大切に

取扱わねぱなら。ない。常に清潔に且つ乾燥状態に保つ事

が望ましい。息を吹きかけたり指で溺れたりする事は饗

物である。誤って鰯れたりグリースを附けたりした場合

を除いては清潔なガーゼで鰯く壕を拭き・とっておくだけ

で充分で，ベンジンやアルコールで拭う事は出來るだけ

行わない方がよい。巳むを得ず行う場合には充分純度の

高いものを使用する。梅雨時などにはアムプロイドをア

ルコールで拭いたあとを乾燥した唆風を吹付けて乾燥さ

せ直ちに保護装置で覆うと良好な結果が得られる。縄縁

膿の清掃が絡れば直ちに保護乾燥装置を載せ，内側電離

槽の下板で覆い然る後電極をとりつける。弐に内外電離

槽の圓筒部の孔の位置を正しく合せて底部の溝にはめ・

内側電離糟の．ヒ板を載せ最愛に蓋をして三本の足長ねじ

で趣く締めつける。電離槽の気密はゴムバッキングで充

分であるから，汚れ易く叉ラドンを吸憲し易いグリース

等は用いない。

　以上の準備が終れば水準器（q）を見ながらレベリング

をなし最後には器械がぐらつかない蟻に調節ねじを締め

つける。

　興電をするには箔保護装置が完全に倒れているかを確

かめた後，左手で電位計部を掴む様にしながら興電装置．
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の押ボタン（k。）を神へ，右手で起電用ツマミを時針の方

向に手早く敷圓廻すとアルミニューム箔が開いてくるの

が認められる。概ね讃販顧微鏡の覗野の中央よりやム開

いた頃に押ボタこ・を離し焦熱を合わせる。讃取顯微鏡の

調節は最初丙部の目盛が明瞭に見える様に接眼鏡を前後

に移動させ，弐に箔の指示繊維に焦離を合わ章視差がな

い穣にする。これは鏡筒全麗を前舌に動かせて行う。眼

の位置を蟻かに左右に動かし指示繊維と目盛との相勤位

置が鍵らなければ視差がないのである。

　箔の運動が願微鏡の光軸と垂直な面内で行われない時

には目盛上の位置により指示繊維の焦黒嚇合わなくなる。

この時には箔支持曄の取付け方が適欝でないのであるか

ら向き’を直す。庸盛尺度は指標が50附近に來た時に尺．

度合鍵としての方向が指標と直角になる様に鏡筒を廻し

て調節してお㍍箔の開きがこの位置より著しく墜った

場合には指麗と目盛の刻みとが平行でなくなるが，この

場合には尺一度の鐵字の有る方の側（通常覗野の中で上側

になる）で目盛の刻みの端を連ねた假想の線．ヒで讃取る。

　感度は目盛の両端で多少異る。このため普通測定に使

用する範園は40～60間を用い，泉効訓亘敷も貞盛の中

央附近の値が與えられている。放射能の大たる試料の場

合には目盛の50を中心に前后にその使用範園を蹟犬して

もよいが測定が偏らない様に注意する。

　器1戒設置の場所はたるべく屋内で振動や日光の直射や

風當りを1睦げ得られるところが望ましい。湧泉のラドン

測定は現場で行うのが原則であるがシュミットやHS型

泉効計の場合は電離糟と試料探集瓶が別になっているの

で必ずしも泉源の傍で行う必要はない。温泉など泉源や

浴槽箏の附近で水蒸気やラドンの多い所など寧ろ避けた

方がよい。測定が籔日に至る場合には器減を設置したま

生放置出來る場所が都合がよい。そして測定以外の時も

測定時の電壁に近い程度に常に箔を構電させておく。前

則こ與電して翌朝測定を始める頃に丁度讃取願微鏡の視

野の中の適欝な位置に指票がくる様にする事は少し熟練

すれば大して困難でない。この儀にする事によって絶縁

膿の電媒余勤の影響を避ける事が出來孔

　簡健來のシュミット型では循環系列中に乾燥管を便っ

ていないがとれは電麟糟の直前に必ず入れる必要があ乱

乾燥剤としては6～8me昌hの粒状騒化カルシウムを軽

く詰め前後には脆脂綿をつめて糧末の電離槽えの侵入を

防ぐ。後に計算に必要な空隙の容積は同大の砂粒を詰め

水を充して前後に於ける重量の差より求め孔

　　　　皿　錆泉のラドン測定

　（1）自繁放報棒の測定
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　電離槽にラドンが入らなくとも地面1壁等に含まれて

いる放射能物質からのガンマ線や，電離槽内壁の不純物

や汚染物より製する放射線及び宇宙線箏による電離作用

の他，絶縁物を通しての漏洩等の綜合作用として電位計

の金属箔は次第に荷電を失い降下して行㍍この現象が

自然放電（N痂1r割1躰乱k，以下Nrと言己ず）であるが，

試料の呈する放射能を求めるためにはこの影響を差引か

ねばならなし托試料の放射能観測中に於けるNlLの大き

さは知る方法が次いので普選測定の直駒に観測した値を

以て代用する。

　一般に輿電直薩は電媒余効のために箔の降下速度は大

で，時がたつにつれ茨鎗に小さくなり遼には大盤一定の

値をと孔従って與電は測定前なるべく早く行う事が望

ましい。讃販は5分母若くは1O分短に行い1分酋りの目

盛顧で表わしておく。この値が時間と共に一方的に璽動

してゆく場合には大凡一定になる迄観測を続け，3～5回

の平均億を以てNI一とする。　NI一は強カな放射能予則定の

直後を除いては大盤常に一定の値を興える筈である。着

し上翅の注意を搦って屯異常な値が出るならば茨の諸黙

を臨検する。（1）電離槽内殊口電極の附近にガーゼの繊

維等が附藩していないか。（2）乾燥醐轍冒になってい

ないか。（3）電極の取付け方が不充分で電離槽の天井と

接近している機なととはないか。（4）縄縁部保護装置や

内側電離槽の下板が離心的になって電極との間隙が迫っ

ていないか。これ箏の諸黙に異常がなければアムプロイ

ドの表面が汚れているためであるからアルコールを僅か

に深したガーゼで丁寧に拭い，乾燥させて後使用す孔

　（2）試料の採集

附魔の試料探集糧を用いて直接探集する。流出する水

の場合には鰯を傾けて上部の口より静かに受入れ1泉源

槽の底から湧出する場合には湧出口附近の水を採集する

儀に工夫する。いづれの場合にも出來るだけ静かに採集

して泡立たせる事のない様にする事が必要である。採集

瓶一はいに気泡を残さぬ様に採集し確實に栓をする。採

集時の平均時刻を言己帳しておく。

　（3〕齪　　婆

　測定場所に持騒った試料瓶は静かに吊下げて．1＝下の活

栓を開くと瓶内の水は流出し水面が下の活姪附近になつ

た時流出が止む。活樫を閉じ両手で試料瓶を持って時計

を見乍ら1分間激しく振糧する。秒針の30砂より始め弐

の分の30秒で終り，中心時刻を記帳する。終れば所定の

如く三脚の中央に吊し（第6圃参照〕．ヒの活樫は乾燥管

を通じて電離構に運緒し，下の活戯こほゴム騎をとりつ

ける。然る後ゴム騎に少く塞氣を入れゴム嫁が自然の形
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温泉鍍泉筆のラドン測定法に就て

を持つ程度｝に膨まし，他端を電離槽の下の活姪に連結

する。この際ゴム鱗の鍾結の向きを誤らぬ様注意を要す

る。

　通常の場合には直ちに衣の循環媒作に移るがCO・を合

を鑛泉などでは振揚の際にガスが出て試料瓶内の魔力が

大になっているので，電離電流に影饗を興え循壌の際に

コ“ ?Rが膨れて容積が不明になるので弐の様な操作をす

る。即ち試料瓶を振湯後添姪のある側に約10度傾け下の

活栓を開くと若し瓶内の駆力が大であれば水が避出する。

これをメスシリンダーで受ける。送出が止めば活栓を閉

じ前述の様に電離槽と連結する。

　（4）竈聖操作

　振漫後3～4分後に循環躁作を行う。この程度の時間に

錐　　6　　圖

‡この程度に就ては多少熟練を要する。ゲージを作っ

　ておくとよい。ゴム瀬の使用はこれらの鮎からも改

　良の饒地がある。

壌製するラドン量は無覗出來る。この撮作を行うにはゴ

ム騎を作動させる籔秒前迄に電離槽の上の活栓を最後と

してすべての活栓を開ぎ1何分O秋より騎を活躍に操作

して1分目に押止時計を押し2分間で終る。この操作の

中心持及び輔の操作画轍も参考のため記録しておく。終

ればすべての活栓を閉じ，乾燥管及びゴム靹箏を取り外

す。直ちに試料腐内に温度計を挿入して水溜を測定す孔

嚴密を要する場合には縷いて水の容量をメスシリンダー

で測っておくのであるが，その前に箔の動きを観察して

弐に遡べる讃取開始時に適當な位置に來る様に必要があ

れば興電仕直しておく。

　（5）晴票9
　循環操作の中心時計（O昌O）から14分目より1分母に

霞取りをする。これをS。，S。，Sヨ・・・…とし放射能をIθで

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1…表せ‘ま’，Iθ＝15＝一（So－S，）一NI。，　Iθ＝16二一（Sl－S旺），

　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　2
　　（但し箔の降下と共に讃みが減少する場合）となり

之に復元係顧榊（fo）を掛けると夫々の値から最初電離槽

に入ったラド1／のみの呈する放射能（始元放射能）Iθ。O

を得る。これの1O若くは15の平均値をI・で表わす。

　（6）甘　　算

　泉効計は豫めラジウム標準溶液を用いて検定し始元放

射能に於て毎分1目盛の箔降下速度を與えるべきラドy

量が求められている。これが泉効計値動（K）である。

從って電離槽内に入ったラド1／量はKI・でこれより循環

塞氣申のラドン量はKI。｛（乱一w）十1〕十。〃b，全ラドン

量Q｛は
℃一軌（卜w ｯ㍗・・、警。α）

但し乱：試料探集瓶の容量b：電離槽の容量。：乾

燥管，連結管，ゴム鯖の全容量w1試料の膿積α：ガC

に甥するラドyの分配係鮒榊採集より循環迄の間（’）

に於けるラドyの壊輿を考慮に入れると探葉時のラドン

量は

　　Q。＝Q・／e一＾’

姪にλはラドンの壊製係激（7，549・1O一記時一・＝O，1812日一1）

榊末尾文献　（1）p－1129　　　　　　　参照

1・m
fl　l舳1 ・l　l 目min い1

15 O．622 20 O．611 25 O．601

16 O，620 21 O．609 26 O．599

17 O．618 22 0．607 27 O．597

18 O．616 23 0．605 28 O．595

19 O．613 24 O，603 29 O．593

＊榊分配係数の値は文献（3）p　（4）p167参照
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地　　　學

4の単位にλの単位に腱じて時叉は日にとる。

　鑛泉の放射能に普通1立申に存在するラド1／量として

一表わされる。俵て試料探集時に於ける放射能（E）は

亙一・杜w苓十b＋c（・・、竺、叫苧・÷

で興えられる。R判一λ’は残存率と縄する。

　　　　　　　残存牽R巳e一＾’の表

’ 1・ い1・い R f 1・

O，n量n 1．0000 50 O．9947 5
109制， 21O．6960

10 9987 1h ．9924 1O 92ア3 3 5806

20 9974 2 9850 15 8929 4 4844

30 ．9962 3 9仰6 20 8598 5 40毛1
i

40 9950 4 ．9704 la 8343・
@　　≡

1O 1633

06960

　5806

　Eの軍位はKが1O－1皿キューリーで表わされて居れば

エマyとなる。從來用いられているマッヘ里位は3．64エ

マンに相嘗する。

　　　　　　　w　各種泉効計の比較検討

　工yグラrジーベキング泉靭計の特徴は構造の簡軍

な割合に相欝な感度を有する專であ乱電離稽が犬型の

ため放射線による電離の能率がよい爵であろう。然し他

の泉劾計と比較して感度も劣り構造帥こ不備な騒がある

ので信頼度が低い。例えば電極が集電器と構して大き一な

膿積を有しているので振握振作後電離槽に挿入する際多

量の塞氣が逃げ出すが之に伴うラドン量の推定は困難で

ある。叉測定申電極が貴く蓋の孔から自由にラドyが夫

気中に搦散してゆく。讃取装置も覗差が起り易くルーべ

の位置・尺度の角度箏も一定に保たないと測定短に感度

が異る。叉絶縁部の保護乾燥装習がないため外氣の潔潤

な所での使用は絶望である。

　IM泉効計はこれを改良したもので讃販にはマイクロ

スケールを備えた願微鏡を用い，電極も細くてアムプロ

イドに支持されて電離糟に入っている鼓に自由にラドン

が外部に搦散する等の事はないが，絶縁鎧保護金具と電

離槽との間は気密になっていない。從って日射や風・室

溜の墜化箏が件えばラドyが逃げる事が起る。燃しこれ

は弐の餅馳に鞍べるとまだ小さな問題である。

　IM泉効計の致命的猷箔は（1）電離糟に直接試料を探

葉するためその間験電器部及び電極は分離される謹であ

る。この際に綱縁鵠は外氣に曝され・験電器の内部にも

漏氣が入るかも知れない。間この分解は電媒余効の騒か

＊試料が多量にガスを含む場合には試料瓶を振豊後下

　の活栓よリ遊出させた水量だけ錐分に減じねばたら

　ぬ。
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らも好ましくない一2）與電のため頭部のキャップを取

除ける度にアムプロイドの表面は外氣に露出し而もこの

部分は箔支持程と直結している。以．ヒの様な事情では余

程犬氣の乾燥している場合でない限りNI■が始終璽って

いる筈であ孔（3）温度の急襲に封する措置がとられて

いない。一般に箔検電器は温度型化に謝して豫想外に敏

感である事は塞清が機雷ある毎に注意して來た所である

が，この器械では特に著しい。例えば夕方などの氣溜の

低下の急な場合にはこの影響は自然放電撃を語かに凌駕

して箔が開く方向に動く事すら起る。逆に朝など氣渥の

上昇する時には箔降下速度が増加す孔濃度勾配の影響

は不思議にも從來余り注意されていない様であるが筆者

はこの難に考慮が携われていない測定は金く信用品來な

いとさえ思っている。簡この現象は町一リツエソ電位計

の様な繊維型のものにも現われるので注意を要する。

　シュミット型では上述の（工）（2）の心配は起らない。

與電は外部からするが與電し終れば箔は全く輿電装置と

隔離される。（3）の鉄馳はI“i型と同様である。俵てH

S型の如く保湿覆をりげないと使いものにならない。シ

ュミット及HS型共1国の敏融は試料探集瓶が別になって

いるため全ラドン量の一部分しか測定には使用されない

事及びゴム鰯の容量が不安定なことであ孔最後の難は

縛來改良し度いと思っているゴI　M及びシュミット型で

は一度測定すると電離糟に放射隆沈積物が残ってNLが

小さくならず茨の測定に差支える。後者では電離楮を分

解掃除するがそれでもNI・の恢復に長時間を要する事が

ある。叉電離稽の内部に絶縁部保護乾燥装置がないため

多少とも潟潤な塞氣が入ると漏洩が増して正確な測定が

不能になる。HS型に就ては跣にI（4）頚で述べたので

省略する。最徽こラドy測定に闘した参考文献を撃げて

置こう。

　（1）　St　MeyeT＆E．Schweid1θr：Radio乱ktivit直t，

I一θip鉋ig　（1927）　309．

　（2）飯盛里安：泉効計の改造とラドンの代用標準，

理匡研彙幸匡10（1931），　1105。

　（3）初用甚一郎言石油と放射能・本誌錐3號（1951）

　（4）飯盛璽安：物理費験革錐10巻，天然物放射能（ユ

940），113－174．

　（5）同上：貴鹸化學講座榮8巻，放射化學貴駿法（1

9馳），59．

　（6）初回甚一郎：六甲山塊周邊の鉄泉の放射能，京

大地鉄致室「鼻術報告」4（19価），33．

　（7）同上：放射能探査について，物理撮策，第2巻

第3易籠（1949）1J
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THE GEOLOGICAL STRUCTURE OF THE 

YAKUNO DISTRICT, KYOTO PREF. 

Keiji Nakazawa 

J. The geological structure of this district is 

characterized by zonal structure of Permian and 

TrillSSio formations. There may be recognized at 

least four zones running E-W trend, namely, the 

I zone ot Kawanishi Group (middle Triassic), the 

ll of Yakuno Group (middle triassic), the 1II of 

Nukada Formation (Permian), and the IV of Heki 

Formation (upper TriaBSic) and Yakuno Group. 

2. These zones contAl.ct each other by sreeply 

northward dipped or almost vertical faults. There­

fore the character of the structure is neither 

"Decke" structure nor "Klippe" but alike the 

"eandwitch structure " of the outer zone of Kyu­

shyd Province. 

3, The relation between sedimentary rocks and 

the basic intrusive rocks, distributed at the sou­

thern border of the area, is not fault as formerly 

comidered, but sheet-like intrusion. 

ON THE DISITRBUTION OF THORIUM 
HAW IN THE GRANITES OF 

KINKI DISTRICT, JAPAN 

Ichikazu Hayase 

The granitic rooks of Kinki district have more 

or Iese the pleochroic haloe3, whichwere studied 

widely by the writer. As the result, it is concluded 

that the distribution of Th-haloe:i in rocks of this 

district is limired in the band of Ishigure-Tanaka­

mi-N ose district, while the granite3 in other parts 

have only, U-haloe3. 

Generally speakings it is a rule that variation of 

the type of haloes is associared with that of the 

nucleus minerrls. 

GEOLOGY OF THE CAPE SOYA DISTRICT, 
NORTH HOKKAIDO. 

Tosiharu Et.O 

The account of the geology of this district was 

made by K. JimbO in 1894 for the first time, and 

later by Y. Okamura in 1912, but only few fossils 

ABSTRACTS 

were recorded at a few places along the coast-line. 

In 1940 the geology of the we3t part of this field 

was published by M. Tagami briefly and by T. 

Yagi in detail, but the central and east parts of 

it remained unknown. In 1949 the wrirer surveyed 

this area at the reque:it of P. E. A. C. and found 

that it consisted of the Cretaceous, Teriary and 

Qurternary formations of which stratigraphic 

classification might been summarized as Table 

I. Distribution, lithological character and geotec­

tonics of the formations are mentioned in the 

text, and thelists of the fossils yielded from the 

formations are given in Tables 2, 3 and 4. 

SOME PROBREl\IS ON THE MECHANICAL 
PROPERTIES OF ROOKS 

Masao Nishihara 

The present paper de3cribes re3ults of an experi­

ment and considerations about hardness and ten­

sile-3trength of rocks. From the viewpoint of the 

statistical theory of strength, the author concludes 

that it is desirable to measure hardness on poli• 

shed surfaces rather than on natual crystal faces, 

and that the length-effect of tensile-strength must 

be observed in the case of rocks as well as that of 

metals. In the latter case the existence of the 

effect has already been proved experimentally by 

the author. 

ON THE M£A.SUREMENTS OF RADON 
CONTENT IN HOT OR 

MINERAL SPRINGS. 

Zin'itiro Hatuda 

The apparatuse:i for the measurement of radon 

Content in natural springs generally used in Japan 

are Engler-'3ieveking-, IM-, Schmidt- and HS-fon­

tactoscope. The last is a modification of Schmidt­

tontactoscope with improvements in many respects 

receµ.tly designed by the author. 

In this paper, the general description of these 

kinds of apparatus, their uses in detail, especially 

of HS-fontactoscope, are given 1113 well as criticism 

on the measurements and structure of fhem. 
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